
  

 

 
託送事業の進化・変革に向けた取組方針 

「Future
フューチャー

 Initiatives
イ ニ シ ア チ ブ ス

」の策定について 

 
２０２５年１月２９日 
関西電力送配電株式会社 

 
 当社は、託送事業の進化・変革に向けた取組方針「Future Initiatives」（以
下、本方針）を、本日、策定しました。 
 
当社は、２０５０年頃に目指す将来像として「関西電力送配電グループビ

ジョン※１」を掲げ、未来の電力システムにおいても中心的な役割を担うべ
く、託送事業の進化・変革に向けた検討を進めています。 
 
未来社会では、持続可能な社会の実現や、気候変動による自然災害の増

加・激甚化への対応といった社会課題、社会の皆さまのニーズの多様化が想
定されます。当社は、これらのご期待に対して、一般送配電事業者として提
供し得る価値の最大化を志向し、積極的かつ能動的にお応えしてまいりま
す。 
具体的には、「電気をお届けする」という託送事業の提供価値を、カーボ

ンニュートラルの実現（環境性）、レジリエンスの強化（安定供給）、社会
コストの低減（経済性）という３つの視点（３Ｅ）でさらに進化させ、同じ
志を持つパートナーさまとも連携しつつ、「新たな価値をお届けする」もの
です。 
本方針では、以下３つのポイントを定めており、これらを推進するための

実証事業※２をすでに開始しています。 
 
① 進化させた３Ｅ価値の最大化 
② エネルギープラットフォームを活用した３Ｅ以外の価値提供 
③ ユニバーサルサービスに加え、カスタマイズサービスも提供 

 
 当社グループは、安定的で環境に優しいエネルギーを、だれもが安心して
つかうことができる社会や、個人や企業が自由に、オープンに協力し合い、
豊かで安心して過ごせる日々をつくっていく社会の実現を目指して、社会の
皆さまとエネルギーの未来を共創していくことを、お約束します。 
 
※１ 関西電力送配電グループビジョン公表サイト（２０２３年８月１日策定） 
※２ 関西エリアの系統におけるＣＯ２排出状況を見える化する実証の開始について 

（２０２５年１月２９日発表） 

 
以 上 

 
別紙：Future Initiatives（概要版） 
参考：Future Initiatives（全体版） 

https://www.kansai-td.co.jp/corporate/philosophy/vision.html
https://www.kansai-td.co.jp/corporate/press-release/2025/pdf/0129_2j_01.pdf
https://www.kansai-td.co.jp/corporate/press-release/2025/pdf/0129_2j_01.pdf
https://www.kansai-td.co.jp/corporate/philosophy/pdf/future_initiatives.pdf


Future Initiatives
（概要版）

２０２５年１月２９日

関西電力送配電株式会社

別 紙
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

Future Initiativesに込めた想い

◼ 当社が担う託送事業には、「電気を送り届ける」ことにとどまらない新たな価値を生み出せる可能性があり、社会の皆さまにこれまで以上の価値をお届けできるの
ではないかと考えています。

◼ 取組みの推進には、志をともにするパートナーさまや、当社の取組みに共感をしてくださる社会の皆さまとの「共創」（共に未来社会を創り上げること）が大切であ
り、「Future Initiatives」はそのつながりの起点になると信じています。
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

Society in 2050

Resilience

Carbon Neutrality

Co-creation

託送進化・変革により創りたい未来社会像

当社が描く未来社会像

◼ 当社は、これからの社会変化を踏まえ、「カーボンニュートラルの実現」、「レジリエンスの強化」、「多様なステークホルダーの皆さまとの共創」が、より良い未来社会
を実現するうえで重要なキーワードであると考えています。
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

経済性
Economic Efficiency

レジリエンス
Resilience

カーボンニュートラル
Carbon Neutrality

安定供給
Energy Security

環境性
Environment

進化・変革させた託送事業の提供

方針②

方針①

方針③

経済性
Economic Efficiency

安定供給
Energy Security

環境性
Environment

◼ まず、情報の可視化などによるカーボンニュートラルに向けた取組みや、災害の未然防止・事後支援・復旧をさらに高次元で実現するためのレジリエンス向上を中心
に「方針①進化させた３Ｅ価値の最大化」に取組みます。

◼ さらに、これらの取組みを通して構築するエネルギープラットフォームを拡充させ、多様化する社会からの期待にも応えられるよう「方針②エネルギープラットフォーム
を活用した３Ｅ以外の価値提供」に取組みます。

◼ なお、これらの取組みを推進するうえでは、「方針③ユニバーサルサービスに加え、カスタマイズサービスも提供」し、提供価値を進化・拡大させていきます。



4

Kansai Transmission and Distribution,Inc.

事業カテゴリーと実証事業

◼ これらの事業カテゴリーを踏まえ、いくつかの実証事業を検討しています。以下は、当社のアセットを活用した例ですが、多様なステークホルダーの皆さまとの共創に
より、新たな価値の提供スキームの実現にも挑戦していきます。

◼ 目指すべき未来社会像を実現するために、当社の設備やデータを活かした新たな価値提供を推進していきたいと考えており、まずはこれまでの事業の延長にある
５つの事業カテゴリーに取り組み、自らの事業の変革を加速していきます。
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